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農林水産祭「実りのフェスティバル」のお知らせ

（財）いも類振興会

農林水産業と食に対する国民一般の理解の増進と農林水産物の消費拡大等に資するため、都道

府県、農林水産団体等の協力を得て、農林水産省・（財）日本農林漁業振興会共催による「実りのフ

ェスティバル」が本年も開催されます。

（財）いも類振興会では、協賛企業のご協力を得て、「おいものブース」を出展し、ジャガイモやサ

ツマイモ新品種の展示、加工品の展示即売を行うとともに、パンフレットの配布、いも類に関する質

問等への対応を実施します。

皆様のご来場をお待ちしております。

○ 主催

農林水産省（http://www.maff.go.jp/）

（財）農林漁業振興会(http://www.affskk.jp/)

○ 日時

平成２２年１１月１２日（金）10 時30 分～17 時、１３日（土）10 時～17 時

○ 場所

東京都江東区有明3-21-1

東京国際展示場（東京ビッグサイト）西３ホール

最寄り駅国際展示場（東京臨海高速鉄道）又は国際展示場正門（ゆりかもめ）

○ 入場

無料、事前申込不要

(事務局) （財）いも類振興会内

〒107-0052

東京都港区赤坂6-10-41 ヴィップ赤坂303号室

TEL 03-3588-1040 FAX 03-3588-1225

http://www.jrt.gr.jp
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2010 ポテトフォーラムの開催案内
日本いも類研究会事務局

日時 平成２２年１２月７日（火）13:00～19:00

場所 共済ホール(011-251-7333) 札幌市中央区北４条西１丁目１番地

主催 （独）農研機構北海道農業研究センター、（財）いも類振興会、

北海道馬鈴しょ協議会、日本スナック・シリアルフーズ協会

内容

○ 第１部フォーラム

１．基調講演 「中国の馬鈴しょ事情―過去10年の歩み」

北海道農業研究センター バレイショ先端遺伝特別研究室長 保坂 和良 氏

２．研究発表

①「寒地資源を利用した野良イモ処理対策を考える」

北海道農業研究センター北海道畑輪作研究チーム主任研究員 臼木 一英 氏

②「JA めむろ馬鈴しょ栽培改善の取組み」

JA めむろ農業振興センター 農産振興課長 長濱 修 氏

③「さかうえ農場の輪作―契約栽培と粗飼料作付けについて」

有限会社さかうえ 代表取締役 坂上 隆 氏

④「馬鈴しょの最新世界動向報告」

株式会社農業技術通信社 専務取締役 浅川 芳裕 氏

３．進捗報告

①09年産馬鈴しょのエチレン処理―結果と課題の報告

酪農学園大学 教授 樋元 淳一 氏

②北海道農業研究センター バレイショ先端遺伝特別研究室の状況報告

北海道農業研究センター研究管理監 荒木 陽一 氏

４．馬鈴しょ関係者への提言

日本スナック・シリアルフーズ協会 会長 松尾 雅彦 氏

○ 第二部 情報交換会 （共済サロン･･･立食・会費制＝3000円）

＊参加申込

申込方法：以下の事項を明記し、日本いも類研究会事務局あてFAX（０３－３５８８－１２２５）でお申し

込みください。

①所属（団体名、企業名等）、②所属部署、③役職、④氏名、⑤出欠（第1部のみ出席、

第2 部のみ出席、第1 部第2 部ともに出席を明記）、⑥連絡先（電話、メ ールアドレス）

申込締切：１１月１９日（金）
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「絶品！いも天ぷら食べ比べ会」のお知らせ

～いも天ぷらとして最高の「紅赤」が勝つか、それとも他の品種のイモが勝つのか～

川越いも友の会事務局長 山田英次

川越地方で収穫される「紅赤」は、いも天ぷらにすると最高で、

右に出る品種はないとされています！！

そこで、本当にそうなのか、他のスグレた品種も数点取り寄せ、

「いも天ぷら品種食べ比べ会」を開きたいと思います。あなたの好

みの「いも天ぷら品種はどれなのか！」ぜひ決めてくださいネ！

と き･････ ２０１０年１１月２１日（日） 12:00～15:00

ところ･････ いも料理店『いも膳』

[TEL]049-243-8551（川越市小室15-1）

http://www.kawagoe.com/imozen/

西武『本川越』もしくは東武『川越市』から徒歩15分もしくはタクシーで

参加費･････ 5000円（食事代）

定 員････ 10～15名

注：準備の都合上、お申し込み後のキャンセルは３日前までにお願いします。

内 容･････ 1)最高の「いも天ぷら品種食べ比べ会」（評価表用意）

紅赤、コガネセンガン、ベニコマチ、ひめあやか etc

2)絶品焼き芋「塩蒸し焼き」試食

3)『いも膳』おすすめ御弁当料理等

4)おいも懇親会（ミニ講演あり）

坂井健吉先生によるイモのお話し

申 込･････ 川越いも友の会事務局（山田えいじ）まで

〔夜〕自宅:049-286-7379

〔昼〕サイボク本社企画室:042-989-2221

主 催･････ 川越いも友の会（協力：いも膳）

お願い･･････ 是非、このイモは、「いも天食べ比べ会」へ出品したいというものがあれば、

川越いも友の会事務局（山田えいじ）までご連絡ください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

編集後記【閑話】

今、仙台、山形では芋煮会が真っ盛りです。川原では鍋を持った一行が場所探しに躍起にな

っております。残念ながら、この芋煮には里芋が入ることに一応決まっているようです。ちな

みに、私の小学校５年生（大昔？）の時の遠足は、川原で自分たちで作る芋煮会でした。
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